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『失われた時を求めて』における象徴としての眼鏡

前 田 美 樹

マルセル・プルース ト (Marcel Proust)の 『失われ

た時を求めて』A Jα ″θんικんιグ
“
た

“

ρs ριだ夕1)は ,19

世紀末,そ して 20世紀初頭にかけてのベル・エポッ

クから第一次世界大戦終了直後までの社交界を生きる

人びとの人間模様をさまざまな姿で描いた作品であ

る。この作品に描かれた時代は,産業革命以来続く産

業の発展によるさまざまな技術革新により莫大な資金

を手に入れ,生活に余裕が出た人びとの間では,鉄道

などの交通手段の発達で可能になった国外旅行 (ベ ル

・エポック期には鉄道による各国の美術館巡 りが流

行)を楽しみ,週末にはオペラを観賞し,ジ ャーナリ

ズムの発展によりすでに定着していた新聞を通して
,

帝国主義による植民地政策などの国家間レベルでの視

野の拡大をときにはカリカチュアを通して目の当たり

にし,写真技術の発達などにより,貴族は画家に肖像

画を描かせるのではなく,写真を盛んに撮らせるよう

になるなど,ま さに「視覚」の時代であった。当時の

ヨーロッパ社交界では立体写真鏡,ス テレオスコープ

が全盛を迎えていた。語 り手の友人のブロックの父

が,語 り手やサン=ル ーに大金を払って手に入れた立

体鏡を見せて,自 分の息子に手柄をたてさせようとす

るシーンはそれを証明する場面2)で
ぁる。その他にも

作中に登場するさまざまな道具の登場をみれば,プル

ーストが「視覚の時代」としての世の中の流れを意識

し,作品を制作したことが明らかである。

そこで注目するのは,プルース トが作中で描いた

「視覚の時代」の到来に生きた社交界人たちのそれぞ

れの「視点」である。さらに,その視点をもっと小さ

な単位でみてみると,あ る「象徴」として描かれた

「眼鏡」lunettesの 存在が浮かび上がってくる。ある者

は,「片 眼鏡」mOnOcl♂ を,あ る もの は「鼻 眼鏡」

lorgnonを ,ま たあるものは「柄つき眼鏡」face― )―main

をかけている。それらの眼鏡は,彼 らの目を覆ってい

る。まるで武装しているかのようだ。ぞれぞれの眼鏡

は,われわれが社交人の性格を視覚的にとらえること

を可能にしてくれるだけでなく,世の中の変化をも映

し出しているようだ。それぞれのレンズは彼らにとっ

て,ま たプルーストにとって, どのような装置であっ

たのか。

さらに『失われた時を求めて』という作品の最終部

である『見出された時』Lθ ル叩 rι″
““

ソどにおい

て,交錯するそれぞれの要素がどのような糸を紡ぎだ

すのかを検討することにする。

I.『失われた時を求めて』と眼鏡

1.あ る種の読み方

『失われた時を求めて』の登場人物がそれぞれの顔

にあてがう「眼鏡」ないしレンズを伴った道具には
,

片眼鏡 mOnOcleを はじめとし,鼻眼鏡 lorgnon,柄付

き眼鏡 face_≧―main,オ ペラグラス lorgnette,虫 眼鏡

VeFe grOSsissant,双 眼鏡 jumelle,立 体 鏡 st6r6o―

scope,顕 微鏡 micrOscope,拡 大レンズ une s。貢e de veFe

grossissant,の ぞ き眼鏡 vuc Optiquc,拡 大 鏡 vcre

grossissant,万 華鏡 ka16idoscope,望 遠鏡 t61escopeな

ど,様々な種類の眼鏡が登場する。これらのレンズは

われわれ読者に強い印象を残す。

まず,『見出された時』に登場する以下の箇所に注

目しよう。

一人ひとりの読者は本を読んでいるときに,自 分

自身の読者なのだ。作品は,それがなければ見え

なかった読者自身の内部のものをはっきりと識別

させるために,作者が読者に提供する一種の光学

器械にすぎない。 [・
・・]こ うして,書物が曇った

レンズしか差し出してくれないように,こ れでは

本が読めないということも起こりうるだろう。だ

がこれとは違った特殊性 [… ]の場合には,読者

が正確に理解するために,あ る種の読み方が必要

になることもある。 [・
・・]「 自分で見てごらん。こ

のレンズの方がよく見えるだろうか。それともこ

ク
」めは
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ちらのレンズかな。あちらのかな」と。41

この箇所の傍線部に特に注目したいのであるが,「読

者が正確に理解する」ために「ある種の読み方」が必

要である, というように,読者が自分自身の顔に「レ

ンズ」をあて,自 分自身のレンズで「よく見てごら

ん」とプルーストは読者に促す。また「それは私から

見た事件, レンズのこちら側から見た事件, という意

味で,そのレンズは決して透明ではないし,レ ンズの

反対側にある真実がなんなのか,私 には分からないの

だが」
5と

表現しているように,こ の作品にでてくる

「レンズ」の表現には「言売者としてのレンズ」または

「レンズのこちら側」そして「レンズの反対側」とい

うように常にその「レンズ」には一通りではない「複

数の視点」が存在することをわれわれに連想させる。

2.眼鏡の歴史

ヨーロッパにおいて眼鏡は 13世紀初頭にイタリア

で発明されたといわれている6。
最初の眼鏡は把手の

付いた枠にはめられた単玉レンズであったようであ

る。把手が二つ付 くようになったのはもっと後のこと

である。中世になると眼鏡は肖像画に登場するように

なる。しかし当時の眼鏡が,実際に人びとによつて使

用されていたということを裏付けるものは何もなく,

むしろ「尊敬のしるしとして肖像画に付け加えられた

もの」であり,そ うした慣習はそののち数世紀にわた

って行なわれた。おそらくこのころの眼鏡というもの

は,「学問」とか,「読む能力」とか,ま た当時の「実

力者」ないしは「重要人物」を表わす道具であったよ

うである。16世紀になると眼鏡は発展し普及した。17

世紀のごく初期には,眼鏡はまだ高価なもので,学問

をしている人間がこれを推卜けたところから,やがてそ

れが一種のステータス 0シ ンボルとなる。やがて眼鏡

を買うだけの経済的余裕のある人びとの手にわたるよ

うになり,そ ういうことから眼鏡は,「ある社会的地

位」というものを象徴するようになった。ところが安

い眼鏡が急激に使われるようになつてくると,世の金

持ちや社交界の人びとはこれまでよリー層高価な材料

や洗練された技巧を求めるようになる。18世紀にな

ると,眼鏡発展史上著しい数々の進歩が見られ, さま

ざまな眼鏡が発明された。社交界の人びとはきそって

社交界で眼鏡を掛けるようになる。19世 紀になる

と,装飾をほどこした高価なものをひたすら追い求め

るという流行は終わりを告げ,少 なくとも男性たち

は,実用的な眼鏡を掛けるようになってくる。19世
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紀はじめには,社交界ではフランス製ロルニェット

lorgnetteな いしは小型のスパイ眼鏡が大流行 した。重

い把手の付いた複玉眼鏡の時代が過ぎ去ると,小型化

され形 も変わ り,つ いに女性用の柄付 き眼鏡 face_江―

m五nが登場する。この柄付 き眼鏡は,眼鏡はかけな

いが,場合によつてはつきりものを見る必要のあるお

洒落な女性たちの間で人気を得ていた。社交界の人び

とがそれを使 うようになって,やがて一般に流行する

に至った。世紀末になっても柄付 き眼鏡は人気を保っ

た。そして片眼鏡 mOnOcleは 19世紀のイギリスで生

まれた。それは当初舞台で初めて使われたものであ

り,次第にイギリスの貴族階級の人びとに使われるよ

うになり,それがフランスの上流階級に広まった。最

初この片眼鏡は明らかに視力矯正用として使われてい

たが,後 になると,単 に貴族階級の真似をして,流行

品として掛けられるようになった。元来老人が使うも

のだったが,後になると,流行にならう若者たちに掛

けられるようになった。そして次に19世紀には鼻眼

鏡 lorgnonも あらわれ,多数の鼻眼鏡が発明された。

19世紀後半になると男女ともこれを掛けるようにな

った。このように18世紀,19世紀のヨーロッパで

は,眼鏡は博学のシンボルというより,実用性をこえ

た流行があった。以上がヨーロッパにおける眼鏡のお

おまかな歴史である7。 このように社交界と眼鏡の歴

史と流行は,13世紀から密接に関わつてきたと言う

ことができるだろう。そしてこの作品においても,社

交人たちはその流行と実用に応じてそれぞれの眼鏡を

推卜けている。

Ⅱ.社交人 と眼鏡

1。 スワンと片日艮鏡

『失われた時を求めて』において最初に片眼鏡を掛

けて登場するのが,話 し手の人生に多大な影響を与え

た人物シャルル・スワンである。スワンはユダヤ人の

両替商の虐、子であり,上流階級の人びとと付き合って

いる。スワンは上品で芸術に造詣が深 く,彼の癖は

「生きた人間と美術館の肖像画の類似を求める」こと

である。若い頃のスワンは数々の女性を手玉にとるほ

どの洒落男であった。彼は女性に対する好みにも「生

きた人間と美術館の肖像画の類似」を求める。そして

彼の恋人オデットはそんな彼の趣味にかなった女性で

あつた。

いつもの癖で,ス ワンはすぐ生きた人間と美術館



の肖像画の類似を求めたくなるのだが,その彼独

特の癖は今もなお,し かもいつも以上に休みな

く,い っそう広い範囲で働いていた。つまり,彼

が社交界から離脱した今になって,社交生活全体

がまるで一連の7由絵のように彼の目の前にあらわ

れたのである。
帥

このようにスワンの目に社交界は「一連の油絵」une

suite de tableauxの ように写っていたようである。そ

んなスワンの目を覆っている片眼鏡は彼にとってどん

なものであったのだろか。それを考えるときに,ま ず

芸術を愛するものとしての独自の視点を持つスワン自

身が,片眼鏡を掛けて社交界に出入りしている自分の

友人について考察している箇所がある労。サン=ト ゥー

ヴェルト邸の演奏室でスワンは,片眼鏡を「心理探求

と容赦ない分析の唯一の道具」,と 形容 し,ま た片眼

鏡は社交人たちの顔の欠点を調整し恋の手助けをする

と考え,ま た「水族館のガラスの全体を想像させる」

という片眼鏡姿によって,パ ドヴァのジョットの『悪

徳』と『美徳』の熱愛者であるスワンにまさにその

〈不正の図〉を思い起こさせたりする。プルース ト

は,芸術を愛するものとしての独自の「視″点」を持つ

スワンに,社交界を訪れている人物たちについて片眼

鏡という一つの道具からさまざまなイメージを引き起

こさせ,そ して社交人と片眼鏡を結び付けて描写する

ことによって,ス ヮンの属する階級をもわれわれに示

してくれる。そしてこの部分は「それぞれの人物の視

点を眼鏡を通して分析する」ということが無謀ではな

いことを証明してくれている重要な箇所である。それ

では,ス ワン自身にとっての片眼鏡はどのようなもの

であったのか具体的に見てゆくことにする。

スワンは目が少し悪く,家で仕事をするときには

眼鏡をかけていなければならなかったし,社交界

に出るときは,あ まりおかしくない片眼鏡をかけ

なければならなかった。オデットは,は じめて

片眼鏡をかけたスワンを見たときに, とび上がっ

て喜んだ。「男の人の場合,こ れ,文句なくシッ

クよ !こ うやってると,あ なた,と ても素敵だ

わ !ほ んとのジェントルマンみたい。ないのは肩

書だけね !」 と彼女は,い くぶん残念そうにつけ

加えた。
1°

彼の眼には常に片眼鏡が掛けられている。「[… ]彼は

整った美男子というわけじゃないが,で も実にシック

59

でね,あ の髪,あ の片眼鏡,あ の笑いかた ときた

ら !」
H)と 人にいわしめた彼の片眼鏡姿は,恋人オデ

ットの目にも,そ して他の社交人からもシックに映っ

たようである。そして「片眼鏡をはずし, レンズを拭

う」ことが彼の癖であった。これと同様の言い回しは

次に挙げるように数力所出てくる。

それから苦痛が激 しくなって,彼は手を額にや

り,片眼鏡をはずし, レンズを拭つた。このとき

もし彼に自分の姿が見えたなら,おそらくまるで

うるさい考えを追い払うようにとりはずして,曇

った表面からハンカチで苦労の種をぬぐいとろう

とした彼自身の片眼鏡を,こ れまでに観察 した

片眼鏡のコレクションに加えたことだろう。12)

このように彼は苦痛を感じると片眼鏡をはずし,い っ

さいの考えをも消し去りたい一′亡、でレンズを拭う。そ

して目が悪かったスワンは鼻眼鏡も使用していた。片

眼鏡同様に鼻眼鏡も拭う。

彼は消えてゆく風景を一瞥するように,自 分が訣

別したこの愛をちらりと眺めてみたかった。しか

し,自 分を二重に分裂させたり,失 ってしまった

感情の真の姿を自分に再現して見せたりするのは

至難の業だから,やがて頭のなかは真っ暗になっ

て,も う何も見えず,彼は眺めるのをあきらめて

鼻眼鏡を外すと,そのレンズを拭う。B)

当初スワンの片眼鏡姿をシックであるとしきりに誉

めたオデットだったが,二人の恋は長くは続かなかっ

た。そして次第にその恋に苦しみを覚えるようになっ

たスワンは,オ デットとの恋から発生する苦痛を感じ

たとき, きまって片眼鏡ないし鼻眼鏡をはずしてレン

ズに付着した何かを拭い去ろうとする。その行動はま

るで,オ デットとの日々をともに「見て」いた,ま た

「写し出していた」レンズそのものから,記憶を消し

去ろうとせんばかりである。次に挙げるのが『ソドム

とゴモラ』Sθグθ
“
ι ι′Gθ

“
θr″αにおいて描かれる

,

スワンが年老いて死が近いことを知ってから訪れた
,

グルマント大公妃の夜会においてのスワンに関する眼

鏡関連の最後の一場面である。

その前にスワンは,いかにも通人らしいみだらな

目を大きく見開いて,母親のドレスの胸のあたり

を長々と見つめずにはいられなかった。彼はよく
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見えるように片眼鏡まであてがった。そして私に

話 しかけながら, ときお りこの婦人の方向に視線

をむけるのであった。
‖|

かつては皆が認めるほどのシックな社交人であつたス

ワンが,こ の場面ではただの老いぼれた愚かな色ボケ

老人になってしまったことを示 している。そしてこの

片眼鏡の描写の直前に彼の変わり呆てた「顔」の描写

がある。

[… ]長いあいだ感 じのよい顔のなかに溶けこん

でいたスワンの鼻が,今では [… ]年 とったヘブ

ライ人の鼻のように見えるのだった。 [・
・・]あ る

種のイスラエル人は,非常に洗練されたデリケー

トな社交人であるにもかかわらず,その楽屋裏に

定の時期になると,ま るで芝居のなかでのようti

舞台に登場 してくるものである。スワンは,こ の

預言者の年齢に達 していた。 [・
・・]こ うしてその

顔つきはすっか り変わってしまったが,私 はそれ

以上に, どれほどスワンが私にとつて変わったか

ということに胸を打たれた。この見事な,教養の

ある人物,その彼に会うのは退屈どころでなかつ

たはずなのに,今では,ど うして自分がかつてこ

のスワンにあれほどの神秘を植えつけることがで

きたのか,分からなくなっていた。
15

このようにして,彼 自身の顔には「粗野な男」が現

れ,す っか りと顔つきは変わり,そ して彼の思想その

ものも変化 し,その変化は残酷にもレンズにはっきり

と映 し出されるのである。

以上がスワンに関わる眼鏡の主な描写である。これ

らすべての描写を検討 してみると,ス ワンにとつての

片眼鏡ないし鼻眼鏡は,「近視」で目が悪かったスワ

ンにとって実用性の面で切っても切れない関係であっ

たが,それだけでなく,一方では彼の持つ独自の「美

学」とむすびついてお り,も う一方ではシツクな社交

人であつたスワンが高級娼婦オデットとの恋で苦 しん

だときに見せた「恋の受難者」 としての一面を浮かび

上が らせる道具であると言える。また時を経て見せ

た,年老いて顔や思想自体が愚かに変化 したあとでの

彼の片眼鏡から映 し出されるものからは,独 自の美学

も恋の苦 しみもすべて失われて,彼の顔にはユダヤ人

としての「血」があふれだし,そ こからは語 り手があ

こがれていた「知性」すら失われていた。
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2。 コタールと鼻眼鏡

ヴェルデュラン家のサロンの常連コタール同である

が,彼 は著名で優秀な臨床医でありながらもくだらな

い駄洒落ばかりをとばす人物 として登場する。その彼

は「鼻眼鏡ごしに視線を滑らせて微笑ん」
口)で

,ま た

「鼻眼鏡の下からいかがわしい視線をそっと送 りなが

ら」
|`お

気に入りの冗談をとばし,「シャルリュス氏の

横に座っていたコタールは,近づきになってなごやか

な空気を作ろうと,鼻眼鏡ごしにじっと相手を見つめ

ながらしきりに目をぱちぱちさtr」
19)て

, シャルリュ

ス氏に同種族の者と勘違いされる。また「相手を巻き

こもうとする視線は微笑によつてますますふくれあが

り,鼻眼鏡のレンズにはおさまりきらなくなって, レ

ンズから四方八方にあふれ出ていた。」
20と ぃぅょぅ

に,コ タールのお人好しの視線は鼻眼鏡のレンズから

はみだしてしまうほどである。下線部の「鼻眼鏡ご

し」hors de sOn lorgnonや「鼻眼鏡の下」sous son 10rgnon

または「鼻眼鏡のレンズにはおさまりきらない」n'6_

taient plus contenus par le vere du lorgnonと いうレン

ズを通した視線の描写からは,コ タールの持つ行儀の

悪い人間としての視点と,一方ではノルポワに「胃拡

張は彼の鼻眼鏡に映っていますから」
創)と 言われるよ

うに,有能な医者としての視点が鼻眼鏡によって端的

に表現されている。つまり彼の医学者としての地位を

象徴する道具として用いられている鼻眼鏡は,かつて

は「博学のシンボルであった」という歴史上の事実に

よって裏付けられる。

3.ヴ アカンスにて

『花咲く乙女たちのかげに』AJ'θ
“

brθ グιsルタんιSμ Jι S

θ4ル′だで描かれるバルベックの場面では世紀末の海

水浴場の風景を知ることができる。そこでは 19世紀

に流行し,ま た世紀末にも流行したという「柄付き眼

鏡」facc―≧―m」 nを 伴う描写が多数登場 し,当 時の柄

付き眼鏡の持つ象徴的な側面が描かれている。バルベ

ックではヴァカンスに来ているご婦人が,同様にそこ

を訪れている社交人を「柄のついた眼鏡を顔にあてて

[… ]じ ろじろ眺める」“
|。

また「その人物は夫婦共用

の柄のついた鼻眼鏡をさっそくとり出すと,こ の奇妙

な婦人の出現に拡大レンズを向けたことだろう」")と

いうように,そ こに訪れる人びとをまじまじと見つめ

る道具として描かれる。当時,ヴ ァカンスは次第に長

い期間のヴァカンス休暇になりつつあった。そしてリ

ゾート地で人びとは設備,サ ーヴイス,エ ンターテイ

メントを求めるようになった。ここで描かれるのはま
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さにそのエンターテイメントを求める,詮索好 きなご

夫人たちである。バルベックにおいて,グルマント家

のヴイルパリジ夫人も眼鏡で,ヴ ァカンスのためにそ

こに訪れている社交人たちを観察する。

ヴィルパリジ夫人は遠 くの方から,豆粒ほどにぼ

んや りと見える知人の群れの大よその動 きを,気

のない眼鏡ごしに眺めているのだが,その眼鏡の

なかの私の父を見る部分だけ異常に度の強い拡大

レンズがはめこまれているのは,い ったいどうし

た偶然の作用なのだろうか。そのレンズのおかげ

でヴィルパ リジ夫人は,[・・・]すべて細かな点に

至るまではっきり浮き彫 りにしてみることができ

るのだし,ま たそのレンズは彼女のために拡大の

目盛 りを変えて,[・・・]父のことをほかのちっぽ

けな人びとの真ん中に一人だけひどく大きくして

示すのであった。
2●

このように,ヴ イルパリジ夫人はバルベックを訪れる

人びとを「気のない眼鏡ごし」dans la lunette indittrente

に見つめるのだが,その「気のない眼鏡」というもの

は婦人たちの柄付き眼鏡に負けず劣らず,「異常に度

の強い拡大 レンズ」vere prOdigieuscment grossissant

がはめこまれており,かつ自由自在にその目盛りをか

えることができる。そしてヴァカンスに訪れていた裁

判所長の細君もその手に柄付き眼鏡をもって防波堤の

紳士淑女たちを観察する。

それは毎日きまって紳士淑女たちが堤防をぐるり

と一巡してくる時刻で,彼 らはまるでなにか欠陥

を持っていてそれをじろじろと仔細に調べられる

かのように,裁判所長の細君の容赦ない柄付き眼

鏡の砲火にさらされるのであった。
ハ)

このように,柄付き眼鏡はヴァカンスに訪れる婦人た

ちの詮索好きな性質をまざまざとわれわれに示してく

れると同時に当時のヴアカンスの風景,ま た小パリと

なったバルベックでの人間模様を柄付き眼鏡で観客席

から観ているような気分にもさせてくれる。

4.シ ヤルリュス氏とゲルマント公爵の眼鏡

次に,ゲルマント公爵とシヤルリュス氏は,生粋の

グルマント家の一員であり, とりわけシャルリュス氏

の貴族としての尊大な態度は,非常に洗練された感覚

と女性的な感受性とすばらしい知性に裏打ちされてい

て,社交界では多くの女性から支持されていた。『花

咲く乙女たちのかげに』において描写されるシャルリ

ュス氏の最初の出現場面20で は,は じめシャルリュス

氏の名前は語 り手ないし読者には明かされず,「 目を

かっと見開いて私を注視している四十がらみの一人の

男」として描写され,「 ときおりその日からは,こ の

上 もなく活動的な視線が四方八方に走る」
η)。 また

「彼の視線は稲妻のように私を貫く」
謝など,あ やしげ

な「視線」を持つ男として描かれ,語 り手に「狂人」

または「スパイ」なのではないかと思わせる。後にそ

の男がシヤルリュス氏であったと知らされた語 り手は

非常に驚くのだが,そ んな「鋭い視線」の秘密が『ソ

ドムとゴモラ』において描かれる,仕立て屋ジユピア

ンとのまるで「植物の受粉」を思わせるような倒錯的

行為の場面によつて明かされる。しかしその「視線の

持つ秘密」が明かされるまでは,シ ャルリュス氏の

「視線」はミステリアスなところを残したままであっ

た。しかし語り手によつて同性愛者としての一面を目

撃されたシャルリュス氏は,時の流れとともに次第に

「鋭い視線」を失い,女性化してゆく。そんなシャル

リュス氏の「視線」を覆っている「眼鏡」とはどんな

ものだったのか,ま ずは『グルマントの方』Lι C∂″ど

グιG“θ″ηαん′ιsの ヴイルパリジ夫人のマチネで描かれ

た以下の箇所を見てみよう。

私はシヤルリュス氏を見つめていた。半自の髪の

ひとつまみの房,片眼鏡で片方の眉のつりあがっ

た微笑を浮かべている目,赤い花をつけたボタン

ホール,それらが三角形の動く頂点をなして,ぴ

くぴくと震えながら人目を惹く。
2"

この場面はヴイルパリジ夫人のマチネにおいて,語 り

手がシヤルリュス氏をまじまじと見つめるシーンであ

る。このようにシヤルリュス氏もまた,社交界で片眼

鏡をかけていて,彼の同性愛が示される以前ではその

片眼鏡は, きよろきょろと常にサロンを見渡す癖のあ

る「あやしく鋭い視線」を覆い隠すべ く,シ ヤルリュ

ス氏の尊大な表情と釣り上がった目のバランスをとっ

ていて,人 目を惹いていた。しかし『ソドムとゴモ

ラ』においてシヤルリュス氏の同性愛がすでに示さ

れ,そ れ以降の『見出された時』に描かれる次の場面

では,第一次世界大戦中のパリでシヤルリュス氏が語

り手と出会い, ともに連れ立って暗い街角を話しなが

ら歩いている最中に,シ ヤルリュス氏が空の上の警備

兵たちの飛行機をよく見たいと語り手にもらす箇所が
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もっともシャルリュス氏は文字通 り頭をどこへ向

けたらよいかも分からずに, しきりと顔を上げて

は双眼鏡のないのを悔やむのであったが,た とえ

双眼鏡があっても大 して役に立ちはしなかっただ

ろう。
Ю

このように,社交界のみならず,常に鋭い目をきょろ

きょろさせているシヤルリュス氏にとっての眼鏡は
,

同性愛が知られる以前ではその視線を不自然さから守

り,彼の尊大さを表わすことに成功 し,「秘密を持っ

た視線」を片眼鏡で覆い隠していたが,同性愛が知ら

れた後では秘密を隠そうとせず,む しろ双眼鏡によつ

てその視野を拡大 させ ようとする。つ まり至る所で

「男」を捜 しまわる「同性愛者」または「倒錯者」 と

しての側面を強調させてしまう道具として描かれてい

る。

次にグルマント公爵における眼鏡を伴った描写は
,

もっぱらその外見を飾る装飾品,ま た「その片眼鏡の

反射,歯を見せた笑い方,純 白な胸のカーネーション

またはプリーツのついたワイシャツの胸飾 り,そ うい

ったものから発する光に席をゆずって,彼の眉も唇も

燕尾服も遠ざけられてしまったかのようだ。」
劇という

ように,グルマント公爵の片眼鏡から発する光はまる

でその莫大な富からもれる後光のようでもある。

5。 サン=ル ーの片眼鏡

次に示す箇所は『花咲 く乙女たちのかげに』におい

て描写されるサン=ル ーの最初の登場場面である。

[… ]片眼鏡がたえずはずれて落ちる彼の目は
,

海の色をしていた。誰もが興味ぶかげに彼を眺め

た。この若いサ ン=ル ー=バ ン=ブ レー侯爵がお洒

落で有名なことはつとに知られていたのである。

[… ]彼の髪や目や肌や風来全体のきわだった特

徴は,ごつごつ した岩のあいだで青 く輝いている

貴重な蛋白石の鉱脈のように,群衆のなかでも彼

を目立つものにしたことであろうが,それはほか

の人たちの暮らしぶ りとは異なったある生活に対

応 しているはずだと思われた。 [・
・・]彼はホテル

の一方の端から反対側まで足速に横切って行った

が,ま るでそれは蝶のように彼の前でひらひらし

ている片眼鏡 を追いかけているように見えた。

[… ]そ して太陽の照 りつける街道の上で彼の

文学 0文化研究編 (2004年 3月 )

片眼鏡が また跳 んだ りはねた りしているあいだ

に,[… ]い かにも優美にまた慣れた仕草で駅者

の手渡す手綱をとり上げると,彼のわきに腰を下

ろして,ホ テルの支配人が渡 した手紙の封を切 り

ながら馬を出発させるのであった。 [・
・・]毎 回戸

外やホテルのなかで出会うたびごとに一―高いカ

ラーをつけた彼は,跳 びはねなが ら逃げて行 く

片眼鏡のまわりでたえず手足を動かしながら平衡

を保っているので,ま るで片眼鏡が彼の四肢の重

このように,「片眼鏡がたえずはずれて落ちる彼の目」

Ses yeux, de l'un desquels tombait a tout moment un

monodc lよ 「青い海」la cOuleur de la merま た「青く

輝 く蛋白石」d'opale azur6eと 対比させられながら描

写され,グルマント家の美貌の若い「貴公子」に相応

しい登場場面である。彼の目にはまるで分身であるか

のように,常 に「片眼鏡」が掛けられていた。自らが

否定しようとも,その行動や服装には,ゲルマント家

の一員の持つ特有の成厳がそなわり,ゲルマント家の

貴公子としての躍動的でありながらも優雅な印象をわ

れわれに与える。それとは反対に「たえずはずれ落

ち」,ま た「跳んだりはねたり」している彼の片眼鏡

の「落ち着きのない」動きからは,「 まだ片眼鏡が目

になじんではいない若者」または「活動的な若者」と

してのフレッシュな印象を与える。「海の青さ」と対

比されて描写される「落ち着きのない片眼鏡の動き」

は「人間としての青さ」も現されているかのようだ。

そして「まるで片眼鏡が彼の四肢の重心とも見える」

というように,彼は片眼鏡に支配されているようであ

り,それほど彼の顔の中で,片眼鏡は強い印象を持た

せるものであるといえる。このサン=ル ーの最初の登

場場面はのちに『逃げ去る女』,『見出された時』にお

いて,話 り手によって三度回想される。それほど印象

的なこの場面で,す でに片眼鏡はサン=ル ーのシンボ

ルになったといって過言ではないだろう。

はじめ語り手は彼の「グルマント的」な尊大な態度

を目の当りにし,サ ン=ル ーと友情を結ぶのは不可能

だと感じ失望するのだが,やがて語り手の祖母の持つ

縁のおかげでサン=ル ーと親しくなる。芽生え始めた

ばかりの二人の友情は「片眼鏡と近視の視線とは,そ

れとなく私たち二人の友情を示 していた」
錦)と いうよ

うに,「ちぐはぐな視線」によって二人のまだぎこち

ない友情が表現されている。また語り手が垣間見たサ

ン=ル ーの軍隊生活にも,彼の片眼鏡をふくんだエピ
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ソー ドは数多 く登場する。サン=ル ーと同 じ中隊に属

する若いブルジョワの志願兵たちをはじめ,彼の上官

すらも,「サン=ル ーの美貌や,ぎ こちない歩き方や敬

礼の仕方,た えず片眼鏡をひらひらさせる仕草,や た

らに高 くした軍帽をかぶ り,ひ どくしなやかな生地で

けばけばしいピンク色 をしたズボンをは くといった

く奇行〉」
3の を,「 シック」であるとし,軍隊生活におい

ても片眼鏡は彼の家柄に対する「崇拝のシンボル」 と

なる。サン=ル ーはそこでの生活で,語 り手に友情を

越えた家族の愛情を示す一方,軍人としての,ま た貴

族 としての冷たい態度をときおり示 し,語 り手は驚か

される。

それ以前にバルベックでも,私 は気づいていた
,

彼には無邪気な誠実さがあって,不意に押 しよせ

た感動 も,顔の皮膚ごしに透けて見えてしまうの

だが,その反面で彼の肉体は,あ る種のことを包

みか くす礼儀作法の訓練を見事なまでに受けてお

り,軍隊生活でも社交界でも,完全な俳優のよう

にさまざまな役を次々と演 じることができるとい

うことを。その役の一つにおいて,彼は私に深い

愛情を寄せ,私 に対 してほとんど兄のように振舞

った。たしかに彼は私の兄だつたし,ま た,ふ た

たび兄にもどったのだ。 しかしあのときは一瞬の

あいだ,私のことを知らない別の人物になり,手

綱をにぎり,片眼鏡をかけ, こちらを見もしなけ

れば微笑むこともなく,ただ軍帽のひさしに手を

上げて, しゃちこばつた軍隊式の敬ネしを送ってよ

こしたのである !35)

とこのように,一方では語 り手に惜 しみない愛情をこ

めて接するサン=ル ーだが,も う一方では,片眼鏡を

かけた「軍人」を完璧に演 じ,サ ン=ル ーの二面性 を

目の当たりにした語 り手を驚かす。この箇所は「片眼

鏡 [… ]は ,ダ ンディが冷淡さ,あ るいは侮蔑を表現

するための小道具である。」
30と ぃぅ言葉を思い出させ

る場面である。やがて語 り手は「私の思考はときお り

サン=ル ーのうちに,彼 自身よりももっと一般的な存

在,つ まり「貴族」の存在を見分けた。その貴族が
,

内部に宿る精霊のごとくに,彼の手足を動かし,彼に

仕事や行為 を命令 しているのである。」
初というよう

に,サ ン=ル ーの二面性はさらに確信を持って語 られ

る。そしてさらに,

繊細なその皮膚の下に,大胆不敵な構造と,封建

的な建築とが現れていた。彼の頭が連想させるの

は昔の城の中央にそびえる主塔の櫓であって,使

われなくなった銃眼は今 もそのまま目につ くけれ

ども,内部は改修されて書庫に変わっていたので

ある。
38)

というように,こ こでは下線部の「片眼鏡は使われな

くなった銃眼」les cr6ncaux inutilis6sに 例えられるの

だが,こ の引用部からはサン=ル ーの頭そのものが一

つの建築物に例えられ,サ ン=ル ーの肉体はまるであ

やつり人形のごとく,空洞化される。本当のサン=ル

ーなどどこにもいない。操 り人形と化 したサン=ル ー

の目に掛けられた片眼鏡は,サ ン=ル ーの内部に宿る

何ものかの「のぞき窓」のようである。サン=ル ーは

片眼鏡の奥に秘密を持ったまま,戦死する。サン=ル

ーという登場人物が,ま た変わり身の早い彼の人生そ

のものがどこか蝶のようにひらひらとしていて,安定

感がないのはその片眼鏡の動きと同様である。

Ⅲ.サン=ルーの片眼鏡からブロックの片眼鏡ヘ

グルマント家の一員でありながらドレーフュス派を

公言 し,政治と積極的に関わろうとしたサン=ル ー

と,中流階級のユダヤ人ブルジョワの出身であるブロ

ックは,全 く正反対の出身であれ,語 り手と同世代の

友人として, しばしば対比させられて描かれる。この

二人の片眼鏡からみたものはどのようなものであつた

のだろうか。

語り手の年長の級友であり,パ リの比較的下層のユ

ダヤ人ブルジョワであるブロックは,人をくった表現

で,語 り手の家族の眉をひそめさせたり,『 グルマン

トの方』ではヴイルパリジ夫人のサロンにおいてぶし

つけな態度が辱愛を買う。そしてそのサロンにおいて

へまをしたブロックは敏感で「神経質」でもあった。

気取り屋であるがネL儀知らずである彼は『ソドムとゴ

モラ』では熱心なドレーフュス派として,ス ワンとゲ

ルマント大公に, ピカール大佐擁護のためのリストに

サインをさせる。時は過ぎ,社会の万華鏡は回転し,

ブロックは第一次大戦中に濠1作 家としての名声を得

る。やがてすべての価値観が変化した戦後,ゲルマン

ト大公夫人のマチネにおいて語り手が彼と再会したと

きは,顔つきも変わり,名前もジャック・デュ・ロジ

ェと改名し,語 り手にはそれがあのブロックだとはす

ぐには認識できないほどであった。そして以前は完全

にユダヤ人のものだった顔は,今ではイギリスふうの
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シックな装いに完全に変わっていた。「髪型 と,日 ひ

げを落 したことと,エ レガンスと,体つきと,意志の

強そうな様子のために,ユ ダヤ人らしい鼻の特徴は消

えてしまった。」
39と いうように,以前はユダヤ人であ

ることを強調 していた鼻の特徴さえ彼は消 してしまっ

た。そしてもっとも注目すべ きブロックの変化を表 し

ているのが次の箇所である。

だがとりわけブロックがあらわれると同時にその

顔立ちが一変 しているように見えたのは,恐るべ

き片眼鏡のためだった。この片眼鏡がブロックの

顔に導入した機械化の部分は,人 間の顔に課され

ているすべての困難な義務から彼の顔を解放 して

いた。すなわち美 しくなる義務,才 気や,親切

や,努力などを顔にあらわす義務である。この

片眼鏡がブロックの顔にのっているだけで,ま ず

第一にその顔が美 しいかどうかと考える必要がな

くなる。ちょうどイギリス製の品物の前で店員か

ら「これは最高にシックなお品です」 と言われる

と,それが気に入るかどうかと考えることもでき

なくなるようなものだ。その一方で彼は,ま るで

八つのスプリングつ きのガラスのように,こ の

片眼鏡のガラスの奥に傲然ととり澄ました態度で

気持ちよさそうにおさまり,ぺったりとなでつけ

た髪や片眼鏡に合うように,その顔はもはやなん

の表情 も浮かべていないのだった。“

このように,『見出された時』においてブロックは顔

にイギリス人紳士のごとく,ま たサ ン=ル ーのごとく

に,下線部の『恐るべ き片眼鏡』un redoutable monode

を顔に導入するのである。この時点でもはやサ ン=ル

ーは戦死 してこの世にはいない。そしてかつて「ゲル

マント家の貴公子」であったサン=ル ーのいなくなっ

た社交界の空席にまるで代わりに入り込むように,ブ
ロックは自らの顔にサン=ル ーのシンボルであった片

眼鏡を導入させる。その二人のシンボルの交代劇をも

っと劇的にするのが,以下である。

《Lc Bloch―Gucrmantes?Le famillier des Guerman―

tes?》

『ブロック=グルマントですか?あ のグルマント家

によく行く人?』
綱

このように,過 ぎ去った時は残酷にもブロックの顔に

片眼鏡を導入し,そ して社交界の人びとは彼を「ブロ

文学 。文化研究編 (2004年 3月 )

ック=グ ルマント」 と呼び,ブ ロックをグルマン ト家

の一員に仕立て上げ,サ ン=ル ーの顔にシンボルとし

て掛かっていた片眼鏡はブロックに奪われる。かつて

は手の届かない所にあった何かをブロックは得ること

になる。つまり,「サン=ル ーの片眼鏡→ブロックの片

眼鏡」と移行していくこの構図は,19世紀後半から20

世紀初頭にかけて加速した社交界を取り巻く環境の変

化,つ まり「貴族社会へのブルジョヮの侵入」そして

「勢力の逆転現象」を表していて,そ の現象は「片眼

鏡」によってより象徴的に表されているのである。

Ⅳ。社交人の眼鏡 を通 して見 えた もの

このように『失われた時を求めて』のサロンに登場

する主な社交人,ス ワン,コ タール,シ ャルリュス

氏,グルマント公爵,サ ン=ル ー,ブロックそしてヴ

ァカンスにおける眼鏡の描写を検討してきたのだが
,

「眼鏡」はときに社交人たちを表わすシンボルとな

り,それぞれの人物の性質や性格を端的に現す道具と

して登場した。そしていずれの人物も,自 分の視線を

覆っている「眼鏡」で,自 分の目の奥にある何かを隠

そうとしたり,ま たときにはそれぞれの「眼鏡」で何

かを見極めようとしたり,ま た「眼鏡」がまるで自分

の分身であるかのように,「顔」の変化とともに,映

し出すものを変えて,それぞれの顔に君臨していた。

また,「眼鏡」の描写は歴史的,風俗史的傾1面 と合わ

せて作品に投影される。このようにして,プルースト

は社交人たちの掛ける眼鏡のレンズに反映するもの

を,それぞれの登場人物によって使い分けることによ

り,われわれ読者の「読みの可能性」を無限のものに

した。

また,プルーストは自ら出入りする社交界の実在の

社交人から「片眼鏡のモデル」を選び42,意
識的に作

中人物を描写する際に投影したということもしばしば

あったようである。またさまざまな研究において くプ

ルーストと写真〉の関連性についての意見がかわされ

ているが43,プルーストが写真に興味を示し,そ の技

術を積極的に取り入れて作品に反映させていたという

ことは有名な事実である。『プルース ト/写真』にお

いてブラッサイ (1899-1984)は ,「カメラのレンズ」

を通 してプルース トは「肉眼」に対立する「内的視

線」と「外的視線」をそこに介入させることによっ

て,さ まざまなイメージや無意志的記憶を可能にさせ

た,と いっている44。 ここではわれわれは「カメラ」

ならぬ「眼鏡のレンズ」から同様にそのような「内的
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視線」と「外的視線」の存在を認識するに至った。

われわれは先に述べたプルース トの問いかけ
49に

従

って,『失われた時を求めて』における「象徴として

の眼鏡」の役割を考察 してきたのであるが,一 方で

「眼鏡」は時代,ま たは時の流れと共に変遷する登場

人物の「視線」を象徴的に映し出していた。また,そ

れぞれの眼鏡は社交人たちの「視線」の先にあるもの

をも映し出していた。

それぞれの人物が持つ「複数の視線」が,人々が集

う社交界に出入りすることによって増大し,複雑に交

差する。この複数に交差する視線は,こ の作品の解釈

をより複雑にしている。しかしそれは同時に「読みの

可能性」の無限の広がりを意味する。そしてその広が

りはわれわれ「読者」にも及ぶのである。「私の本

は,コ ンブレーの眼鏡屋がお客に差し出すような,一

種の拡大鏡にすぎないからだ。」
40と ぃぅょうに,『失

われた時を求めて』という作品は,「眼鏡屋」のごと

く,われわれに新たな「レンズ」を提供してくれた。

つまり「レンズのこちら側」,ま た「レンズの反対佃1」

にある「内的視線」,「外的視線」の存在を示してくれ

た。

今回の考察においては,そ れぞれの眼鏡の「象徴

的」な役割について例証したに過ぎない。これからは

もう一歩踏み込み,人称の問題にも触れながら,「見

ること」,「見られること」ということに重点を置き,

プルースト自身がそれぞれの登場人物にどの程度自分

自身を投影して描いたのかも考察しながら,『失われ

た時を求めて』における「視線」の問題をひきつづき

考えていきたい。
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